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型式 

ご使用の前にこの『取扱説明書』と『安全上のご注意』をよく 

お読みの上、正しくお使いください。 

そのあと大切に保管し、必要なときにお読み下さい。 

バージョン４以降は、ＲｏＨＳ指令対応品です。また電源電圧が 

ＡＣ１００Ｖから２３０Ｖのフリー電源でご使用できます。但し 

出力電圧は、従来と同じ最大９５Ｖです。 
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この『取扱説明書』は、バージョン４以降に対応しています。 

コントローラのファンクション「バージョン情報」を確認の上、 

ご利用ください。 
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このたびはＣ９シリーズコントローラをお買上げいただき、誠にありがとうございます。正しい 

取扱いをしていただくために、ご使用前に、この説明書を一読いただきますようお願いします。 

尚、本書は、ご使用中のメンテナンスにも利用できますので大切に保管してください。 

また、最終需要先にも届けてください。 
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製品をご使用する前に、この『安全上のご注意』をよくお読みの上、正しくお使いください。 

以下に示す注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 

財産の損害を未然に防止するためのものです。 

指示事項は危険度、障害度により『危険』、『警告』、『注意』、『お願い』に区分けしています。 

 明らかに危険が予見される場合を表します。 

表示された危険を回避しないと、死亡もしくは重傷を負う可能性があります。 

または財産の損傷、破損の可能性があります。 

 
直ちに危険が存在するわけではありませんが、状況によって危険となる場合を表します。

表示された危険を回避しないと、死亡もしくは重傷を負う可能性があります。 

または財産の損傷、破損の可能性があります。 

 
直ちに危険が存在するわけではありませんが、状況によって危険となる場合を表します。

表示された危険を回避しないと、軽度もしくは中程度の傷を負う可能性があります。 

または財産の損傷、破損の可能性があります。 

    
負傷する等の可能性はありませんが、製品を適切に使用するために守っていただきたい

内容です。 

 

 

■『取扱説明書』をお読みになった後は、製品をお使いになる方がいつでも読むことができる 

ところに、必ず保管してください。 

■『取扱説明書』は、お使いになっている製品を譲渡されたり貸与される場合には、必ず新しく

所有者となられる方が安全で正しい使い方を知るために、製品本体の目立つところに添付して

ください。 

■この『安全上のご注意』に掲載しています危険・警告・注意はすべての場合を網羅して 

いません。取扱説明書をよく読んで常に安全を第一に考えてください。 

 

 

 

 

 

●圧電方式のパーツフィーダには使えません。 

● 発火物、引火物等の危険物が存在する場所で使用しないでください。 

製品は防爆型ではありません。発火、引火の可能性があります。 

● 製品を取り付ける際には、必ず確実な保持、固定を行なってください。 

製品の転倒、落下、異常作動等によって、ケガをする可能性があります。 

● 製品に水をかけないでください。水をかけたり、洗浄したり、水中で使用すると、異常作動に

よるケガ、感電、火災などの原因になります。 

● 配線作業などカバーを取り外す場合は、入力電源を遮断してください。 

ケース内部は高電圧があるため危険です。 

危険 

－必ずお読みください－ 

安全上のご注意 
 

危険 

警告 

注意 

お願い 
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● 製品の仕様範囲外では使用しないでください。仕様範囲外で使用されますと、製品の故障、 

機能停止や破損の原因となります。また著しい寿命の低下を招きます。 

● 製品の上に乗ったり、足場にしたり、物を置かないでください。 

転落事故、製品の転倒、落下によるケガ、製品の破損、損傷による誤作動等の原因になります。 

● リード線等のコードは傷をつけないでください。 

コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引張ったり、巻き付けたり、挟み込んだりすると、 

漏電や導通不良による火災や感電、異常作動等の原因になります。 

● 製品の配線は『取扱説明書』で確認しながら正しく行なってください。 

誤った配線をしますと異常作動の原因になります。 

● 配線終了後、電源を入れる前に結線に誤りがないか確認してください。 

● アース線を接続してください。アース接続された状態で使用してください。 

 

 
● 製品の取付けには、作業スペースの確保をお願いします。作業スペースの確保がされないと 

日常点検や、メンテナンスなどができなくなり製品の破損につながります。 

● 粉塵が多いところには設置しないでください。製品は、防塵型ではありません。 

● コントローラは振動や熱の影響及び粉塵の無い、しっかりした台に取付けてください。 

また、湿度の高い、結露・凍結などが起こる場所での使用は絶対に避けてください。 

● コントローラを運搬する場合は、コントローラ本体又はコントローラ取付けベースを持って 

ください。 (コードを引掛けて持上げないでください。) 

● 出力周波数範囲設定は、駆動部の駆動周波数範囲に合わせて設定してください。 

異なる周波数で使用するとコイルが損傷することがあります。 

● ＰＷＭインバータ電源による電源供給は、コントローラを破壊しますので絶対に避けて 

ください。 

● 電源を頻繁に｢入｣｢切｣しないでください。 

例えば、数分毎に電源スイッチを｢入｣｢切｣したり、電源入力側に電磁開閉器を入れて 

「入」「切」したりすると、内部の電子部品を著しく劣化させ、故障の原因となります。 

頻繁な運転/停止を行う場合は、外部入力運転/停止信号により行なってください。 

また電源を「切」した後、再度「入」にする際は表示ランプ（LED）が消灯後に行って 

ください。 

● 出力側で｢入｣｢切｣しないでください。 

出力側に電磁開閉器などを入れて駆動部を運転／停止させると、コントローラを破壊します 

ので絶対に避けてください。 

● 駆動部とコントローラを接続した状態で、ボウル/シュート/トラフの溶接加工は絶対に行わ 

ないようにしてください。溶接のリーク電流が流れてコントローラを破損することがあります。 

 
 

 

 

● 『取扱説明書』に記載のない条件や環境での使用、その他人命や財産に大きな影響が予測され

るなど、特に安全性が要求される用途への使用をご検討の場合は、定格、性能に対し余裕を 

持った使い方をし、安全対策に十分な配慮をしてください。 

● 製品が使用不能、または不用になった場合は、産業廃棄物として適切な廃棄処理を行なって 

ください。 

安全上のご注意 －つづき－ 

警告 

注意 

お願い 
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コントローラとパーツフィーダ及びリニアフィーダの結線を行って下さい。 

  ※プラグの型式については、「部品リスト」（26 ﾍﾟｰｼﾞ）を参照してください。 

※プラグの接続については、「オーバーフローセンサー・振幅センサー・出力プラグの接続」 

（19～20 ﾍﾟｰｼﾞ）を参照してください。 

※外部信号用プラグについては、「外部信号用プラグご利用の場合」（21～22 ﾍﾟｰｼﾞ）を 

参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配 線 

ケース 

パーツフィーダ出力用プラグ 

リニアフィーダ出力用プラグ 

リニアフィーダ振幅センサー用プラグ 

電源スイッチ 

電源コード 

操作パネル 

オーバーフローセンサー用プラグ 

パーツフィーダ振幅センサー用プラグ 

外部信号用プラグ 

リニアフィーダ パーツフィーダ 
センサーアンプ 

オーバーフローセンサー 

振幅センサ 

振幅センサー 

Ｑ１ 

Ｑ２ 

Ｎ１ 

Ｎ２ 

ＣＯＭ 

Ｐ１ 

Ｐ２ 

電源入力 
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  アップ   ダウン   キー 

周波数、 振幅（電圧）、ファンクションコード 

  の表示およびデータ変更モード時、設定値の

増減を行います。 

  表示切替ＰＦ/ＬＦキー 

 振幅（電圧）、周波数、ファンクション 

コードを表示中、 パーツ／リニアの 

表示を切替えます。 

  セット/セーブＳＥＴ/ＳＡＶＥキー 

周波数、振幅（電圧）、ファンクションコード等表示されて

いるデータを変更モードにします。 

さらに ｢SET｣ﾗﾝﾌﾟ点灯時に押すとデータを記憶します。 

  ファンクションＦＵＮＣキー 

 ファンクションコードを表示します。 

  データ表示部 

Hz：表示されているデータが周波数の場合に点

灯します。 

STRK：表示されているデータが振幅（電圧）の

場合に点灯します。 

SET：データ変更モード時に点灯します。 

  

  振幅ＳＴＲＫキー 

 振幅（電圧）設定値を表示にします。 

 設定値はﾊﾟｰｾﾝﾄで表示されます。 

  表示灯部 

 RUN：運転中点灯 

 ALM：定振幅モードとオートチューニングモード

の運転時に出力電圧が飽和して振幅設

定値に追従できない場合、及びエラー発

生の場合に点灯します。 

 PＦ/ＬＦ：パーツ/リニアのデータ表示側を 

      選択し点灯、または点滅 

  
  周波数ＦＲＥＱキー 

周波数の表示にします。 

。。 

 

 

パ ネ ル の な ま え と は た ら き 

  運転/停止 RUN/STOPキー／ランプ 

 手動操作による運転・停止を行います。 

 運転ができる状態の時は、ＲＵＮ/ＳＴＯＰランプが 

点灯します。 

 

 

パネル基本操作 

点灯 点滅 消灯 
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RUN/STOPランプが点灯していても、外部入力運転／停止信号「Ｐ１」「Ｐ２」 

またはオーバーフロー用センサー入力信号が停止の設定となっている場合は、ＰＦ/ＬＦの 

ＲＵＮランプが点滅しコントローラ外部の信号により停止していることを表示します。 

 

 

 

 

 

運 転 ／ 停 止 す る に は 

1. 電源スイッチをＯＮします。  

 初期設定が完了している場合は、電源スイッチＯＮの後、直ちに運転します。 

  

2. 
 

RUN/STOPキーを押すことにより、停止ができます。 

   再び運転するには、再度押してください。 

 

 

パーツフィーダ側の RUN ﾗﾝﾌﾟ 

運転状態：点灯 

停止状態：消灯または点滅 

リニアフィーダ側の RUN ﾗﾝﾌﾟ 
運転状態：点灯 

停止状態：消灯または点滅 

 

 

① 電圧（振幅）の設定が ０ になっていないか？ 

  →電圧（振幅）を設定してください。 

② 周波数が共振周波数から離れ過ぎていないか？ 

→周波数を振幅の出る周波数まで設定してください。 

③ エラーにより停止していないか？ 

→エラーコードの内容に従い、エラーを取り除いてください。（25 ページ参照） 

PF/LFの RUNランプが点灯しない､あるいは点灯してもパーツフィーダなどが振動しない場合は、

下記を確認してください。点滅の場合は、次項「ＲＵＮランプの点滅表示」を参照ください。 

ＲＵＮランプの点滅表示 

 

－つづき－ 
パネル基本操作 

RUN/STOP 外部入力運転／停止 オーバーフロー ＰＦ／ＬＦ 
運転状態 

ランプ 信号「Ｐ1」「Ｐ2」 センサ ＲＵＮランプ 

点灯 

（運転の設定） 

両方とも運転の設定     点灯 運 転 

一方又は両方とも停止の設定     点滅 
停 止 

消灯 任 意     消灯 

 

 

 ランプ消灯 一回押す 

運転 停止 
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４. または   を押して周波数を変更します。 

5秒以上長押しすると数値が速く変わります。 

 

周 波 数 を 変 更 す る に は 

１. 変更するほうの PF/LFランプが点灯していることを確認します。 

違っている場合は   キーにより切替ます。 

 

２.       キーを押し、周波数を表示します。 

現在の周波数が表示されます。 

３.       キーを押し、データ変更モードにします。 

SET ランプが点灯し、データ変更モードになりデータが 

点滅します。 

※オートチューニングモードでは、PF/LF の RUNランプ点灯中（運転中）は 

 データ変更モードに入れません。 

５.  

 
キーを押し、データを記憶します。 

SETランプ点灯中に、    キーを 

 押すと、設定値が記憶され 

SETランプは消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

.....データ記憶中 

.....データ記憶完了 

パーツフィーダ側選択時 リニアフィーダ側選択時 

一回押す 

周波数の変更は、定電圧モードまたは定振幅モードの時に有効です。 

オートチューニングモードでは、変更しても自動的に元の周波数（共振点）に戻ります。 
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４. または  を押して振幅設定を変更します。  

パーツフィーダとリニアフィーダの振幅を 

 みながら、ゆっくりと設定を変更してください。 

 5 秒以上長押しすると数値が速く変わります。 

可変範囲は、０．０～１００です。 

５.  

 
キーを押し、データを記憶します。 

SETランプ点灯中に、   キーを 

 押すと、設定値が記憶されます。 

 

 

 

 

 

 

 

振 幅 を 変 更 す る に は 

２.       キーを押し振幅（電圧）を 

表示します。 

表示は、最大既定値に対する比率 

     （％）を示します。 
ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ／定振幅 

ﾓｰﾄﾞ時の表示例 

定電圧ﾓｰﾄﾞ時の表示例 

３.       キーを押しデータ変更を 

表示します。 

SETランプが点灯し、 

データ変更モードになりデータが点滅します。 

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ時の表示例 定電圧ﾓｰﾄﾞ時の表示例 

.....データ記憶中 

パーツフィーダ側選択時 リニアフィーダ側選択時 

一回押す 

振幅を変更するときは、かならずご使用のパーツフィーダとリニアフィーダの

運転中に行ってください。 

.....データ記憶完了 

－つづき－ 
パネル基本操作 

１. 変更するほうの PF/LFランプが点灯していることを確認します。 

違っている場合は    キーにより切替ます。 
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４.     キーを押し、変更モードにします。 

SETランプが点灯し、データが点滅します。    

 

ファンクションコードを 変 更 す る に は 

１.        キーを押し、ファンクションコードを

表示します 

 

２.     または    キーを押し、変更したい

ファンクションコードを選択します。 

    表示例はソフトスタート時間設定のファンクションです。 

その他については「ファンクションコード一覧」（24 ﾍﾟｰｼﾞ）を参照ください。 

５.     または    キーを押し、データを変更します。 

 

３. 選択したファンクションがパーツフィーダと

リニアフィーダの両方にある場合は、 

PF/LFランプが点滅しますのでどちらを変更す

るかを    キーで選択します。 

 

パーツフィーダ側選択時 リニアフィーダ側選択時 

一回押す 

６.       キーを押し、データを記憶します。 

 
.....データ記憶中 

.....データ記憶完了 
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“SP－０”は、速度切替 NO.０を示します。 

速度切替については「外部信号用端子ご利用の場合」を参照ください。 

 

 

 

 

 

  設定データの初期化方法 

①電源ＯＦＦ 
②FREQ キーを押しながら 

電源ＯＮ 
③初期化中 

   ④初期化完了 

FREQキーを離す 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

｢×．×｣はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝを表します 

 

 

 

 

デ ー タ 記憶 ﾃﾞｰﾀ記憶 

パネル基本操作 

設定データを初期設定にもどすには 

または 

－つづき－ 

数値変更 

押す 

 

 

 

 
押す 

 

 

 

 他のキーを押す 
記憶中 

 

 

 

 

データ変更完了 

 

 

 

 

元のデータに戻る 

データを変更するには一旦    キーを押しデータ変更モードにして  または  キーで 

数値を変更します。変更したデータを継続して有効にするには再度    キーを押してください。 

   キーを押さずに他のキーを押す、または電源を OFFにすると設定変更前に戻りますのでご注意 

ください。 

 

 



ＨＴＥ３０２２２９   11/28 3 

 

 

通常運転までの設定の流れを説明します、下記の項目に従い各設定を行ってください。 

詳しい設定方法は、        内のページを参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運転立ち上がり時間のｿﾌﾄｽﾀｰﾄ時間設定 

・ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ機能のｵﾝ･ｵﾌﾃﾞｨﾚｲ時間設定 

・外部信号による速度切替設定...など 

☆周波数範囲設定 

ご使用されるﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞとﾘﾆｱﾌｨｰﾀﾞの周波数範囲に合わせ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗの周波数範囲を以下から選択する 

・９０～１８０Ｈｚ（全波：ME,LFBｼﾘｰｽﾞ） 

・１８０～３６０Ｈｚ（高周波：HME,HLFBｼﾘｰｽﾞ） 

                     

５）通常運転 

４）付加機能 

  １）初期設定 

ご使用されるﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞと 

ﾘﾆｱﾌｨｰﾀﾞに合わせ、ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

の初期設定を行う。 

  ２）振幅調整 

ﾜｰｸ搬送ｽﾋﾟｰﾄﾞが最適な状

態になるようﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞとﾘ

ﾆｱﾌｨｰﾀﾞの振幅を調整する。 

☆ ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞﾓｰﾄﾞとは？ 

  ・振幅センサー有 

・出力周波数をｺﾝﾄﾛｰﾗに 

  より共振点に自動設定 

・振幅は手動で設定 

・設定振幅に一定制御 

☆定電圧ﾓｰﾄﾞとは？ 

・振幅センサー無 

・出力周波数と電圧 

（振幅）を手動で設定 

・出力電圧一定制御 

☆定振幅ﾓｰﾄﾞとは？ 

・振幅センサー有 

・出力周波数と振幅を 

手動で設定 

 ・設定振幅に一定制御 

 

振動数小 ←→ 振動数大 

↑ 

振 

幅 

自動 

 
常に共振点 

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ調整ｲﾒｰｼﾞ 

振動数小 ←→ 振動数大 

↑ 

振 

幅  

定電圧/定振幅ﾓｰﾄﾞ調整ｲﾒｰｼﾞ 

13 ﾍﾟｰｼﾞ 

12 ﾍﾟｰｼﾞ 

17 ﾍﾟｰｼﾞ 

☆運転モード 

 

☆オートチューニングなどで調整中にトラブルが発生した場合には、初期状態に 

  もどして  はじめからやり直してください。 

10 ﾍﾟｰｼﾞ 

15 ﾍﾟｰｼﾞ 

14 ﾍﾟｰｼﾞ 

はじめて駆動部と接続するとき 

運 転 ま で の 流 れ 

３）最大振幅の設定

とスケーリング 

16 ﾍﾟｰｼﾞ 
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ファンクションコード 周波数範囲 駆動部 

Ｆ１８０ 90～180Ｈｚ 全波駆動 

Ｆ３６０ 180～360Ｈｚ 高周波駆動 

 

－つづき－ 

周 波 数 範 囲 の 変 更  

１.        キーを押し、ファンクションコードを

表示します。 

 

はじめて駆動部と接続するとき 

キーにて、停止させてから行ってください。 

２.     または    キーを押し、周波数範囲設定の

ファンクションコードＦを選択します。 

 

３. PF/LFランプが点滅しますのでパーツフィーダと 

リニアフィーダのどちらを変更するかを 

キーで選択します。 

 

４.     キーを押し、変更モードにします。 

SETランプが点灯し、データが点滅します。    

 

６.       キーを押し、データを記憶させ 

データを有効にします。 

 

.....データ記憶中 

.....データ記憶完了 

５.     または    キーを押し、データを変更します。 

                               （例）高周波→全波                                  
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パーツフィーダ側の振幅調整...オートチューニングモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リニアフィーダ側の振幅調整...オートチューニングモード 

 

 

 

 

４ を押しデータを記憶します。 

 

３      キーを押し、ワーク搬送スピー

ドが、最適な状態になるように、 

振幅値を設定します。 

 

※振幅値を上げる途中、周波数が安定するま 

で振動が脈動する場合があります。 

１  

      キーを押します。 

運転が開始され自動的に周波数がかわり 

共振点付近になると自動調整が完了しま

す。自動調整中、ＲＵＮ／ＳＴＯＰランプ

は点滅し、完了すると点灯します。 

点滅 

.....データ記憶

中 

.....データ記憶完

了 

ﾃﾞｰﾀ記憶 

初期設定完了（周波数範囲設定）後、下記の手順で振幅調整してください。 

（ボウルまたはシュート内にワークを少量入れ、振幅調整の目安にしてください。） 

２
. 

     キー      キー      キーを順

に押し、パーツフィーダ側を振幅変更

モードにします。 

 

オートチューニングモードで振幅調整をするには 

※ 周波数表示が「90.0」「180.0」など 

周波数範囲の下限値となった場合は 

共振点が範囲外にあると考えられます。 

ご使用の駆動部の周波数範囲を確認 

してください。 

リニアフィーダ側もオートチューニングモードの場合、 

自動調整は上記｢１｣で完了しています。 

       キーでリニアフィーダ側に切り替えて、 

上記と同様の手順で振幅調整を行ってください。 

リニアフィーダ側の振幅調整後は、かならず 

データ記憶をおこなってください。 
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パーツフィーダ側の振幅調整...定電圧モード 

 

 

 

 

パーツフィーダ側の振幅調整...定電圧モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リニアフィーダ側の振幅調整...定電圧モード 

 

 

 

 

 

3.    キー      キー       キーを順 

に押し、パーツフィーダ側を周波数 

変更モードにします。 

 
 
 
 

    
2.      キーを押して、パーツフィーダ側

の出力電圧を設定します。 

(「60～70」を目安にしてください。) 

 
 

 

※表示は、最大既定値（９５Ｖ）に対す

る比率（％）を示します。 

1.      キー      キー      キーを 

順に押し、パーツフィーダ側の電圧変更

モードにします。 

 
表示は 

出力周波数 

を示します。 

 

 

 

 

 

※周波数範囲設定が高周波の場合「360.0」 

が表示されます。 

ﾃﾞｰﾀ記憶 

リニアフィーダ側が定電圧モードの場合は、 

       キーで、リニアフィーダ側に切り替え、 

上記と同様の手順で振幅調整してください。 

リニアフィーダ側の振幅調整後は、かならず 

データ記憶をおこなってください。 

初期設定完了（周波数範囲設定）後、下記の手順で振幅調整してください。 

（ボウルまたはシュート内にワークを少量入れ、振幅調整の目安にしてください。） 

4.    キーを押し、周波数を下げ、ワ 

ーク搬送スピードが、最適な状態に 

なるように、振幅を調整します。 

 

 

↑ 

振 

幅 
 

定電圧ﾓｰﾄﾞ調整ｲﾒｰｼﾞ 

5.     を押しデータを記憶します。 

 .....データ記憶

中 

.....データ記憶完

了 

定電圧モードで振幅調整をするには 

 

はじめて駆動部と接続するとき 

－つづき－ 
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1.最初はオートチューニングモードで周波数、振幅を調整します。 

 「オートチューニングモードで振幅調整をするには」を参照ください。 

 

2.ファンクションコード「運転モード mod」を“1”に変更して定振幅モードにします。 

    キーでパーツフィーダ側かリニアフィーダ側かを選択しデータ変更後は 

    キーを押しデータを記憶させてください。 

 
ファンクション表示 

 

 

定振幅モードで振幅調整をするには 

 

 初期設定完了（周波数範囲設定）後、下記の手順で振幅調整してください。 

（ボウルまたはシュート内にワークを少量入れ、振幅調整の目安にしてください。） 

3.   キーを押し周波数を押し周波数を表示します。 

     キーでパーツフィーダ側かリニアファーダ側かを選択してください。 

 

 

 

 
4.    キーを押し、データ変更モードにします。 

 

 

 

点滅 

 

5.  または  キーにより周波数を変更します。 

  ALM ランプが点灯しない範囲で変更してください。 

 （一般にオートチューニングにて設定した周波数に対し、 

±3％以内の範囲での変更が可能です。） 

※ 定振幅モード時に、振幅が不安定（ハンチング）となった場合には、 

ファンクションコード「制御ゲインＧ」を下げてください。 

 

6.周波数変更が完了したら、   キーを押し、データを記憶させます。 

記憶中 

 

 

 

 

変更完了 
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※補正係数を変更する場合、または既に変更した補正係数を初期値“１．００”に戻してリセット

したい場合は、データ変更モードで数値が点滅している時に  または   キーで数値を変更

後、   キーを押してデータを記憶させてください。 

 

振 幅 設 定 値 の ス ケ ー リ ン グ 

振幅設定値（STRKデータ）を１００（％）に変換します。 

スケーリングは、必ず速度設定“０”で行ってください。 

1.駆動部の振幅を使用する最大振幅となるように“STRK”を調整します。 

※駆動部の仕様最大振幅以内に振幅を設定してください。 

 

例：最大振幅時の STRK データ表示 

はじめて駆動部と接続するとき 
－つづき－ 

 2.   キーを押し、ファンクションコードを表示します。 

 

 

4.    キーを押し、データ変更モードにします。 

  補正係数の小数点２桁目が点滅します。 

   

 

点滅 

 

変更可能 

 

6.   キーを押します。  

パーツフィーダ側またはリニアフィーダ側の表示値は、１００となっていることを 

確認してください。また、速度切替ＮＯ．１～３に既に振幅設定値が記憶されている場合は、 

上記と同一の補正係数により新しい振幅設定値に変換されています。再度、設定し直す必要はありません。 

   

   

5.さらに      キーを３秒以上押すと、現在の振幅設定値を 

１００とするための最小の倍率を自動的に計算し、表示されます。    

 

 

 

例：現在の STRKデータ  “３０.０” 

    変換後の STRKデータ “１００” 

    補正係数  １００÷３０．０＝３.３４（切り上げ） 

 

 

記憶中 

 

 

 

 

変更完了 

 

 

 

 

３秒以上押す 

 

 

 

 

3.    または   キーを押し、振幅値補正のファンクションコード“Ｈ”を選択します。 

  補正係数が表示されます。    キーでパーツフィーダ側かリニアファーダ側かを選択してください。 

  補正係数は、元の STRKデータをより大きな STRKデータに変換する際の倍率を表します。 

   例：現在の STRKデータ  “３０.０” 

     補正係数     “１.００”→“２.００”に変更 

     変更後の STRKデータ “６０.０” 
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ワーク品種交換時等、パーツフィーダボウル内の残ワーク排出を行う場合等に使用する 

運転モードです。あらかじめ記憶された通常より大きな振幅でパーツフィーダが振動し、ボウル内

ワークを素早く排出することができます。ただし、ご使用されているパーツ 

フィーダの規定の最大振幅値内で設定してください。 

 

［早出し運転への変更]    ［早出し運転時の振幅設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※通常運転モードへ戻る場合は、キーを押して  

一旦停止させると、早出し運転から戻ります。 

※一旦２～４の設定を行えば、次回からは上記 

２つのボタンを押すだけで早出しが行えます。 

※リニアフィーダ側の振幅変更もできます。 

リニアフィーダ側を振幅変更モードにして 

同様の手順で変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
 

パーツフィーダ運転中に、振幅キー

とアップキーを同時に２秒以上押し

てください。 

        ＋ 

 

表示灯「STRK」が点滅したらキーを離して

下さい。早出し運転への変更は完了です。 

この状態で早出し運転となっています。 

早 出 し 機 能 

付加機能 

３ 
 

   キー     キーにより、必要振幅

を設定してください。 

※ご使用されているパーツフィーダの規定

の最大振幅値内で設定して下さい。 

２
. 

     キー      キー      キーを順

に押し、パーツフィーダ側を振幅変更

モードにします。 

 

４ 
 

    キーを押し、データを記憶する。 

 .....データ記憶中 

...データ記憶完了 

記憶中の表示は「ＳＰ-Ｆ」です 
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(タイムチャート) 

T1 

T2 

オンディレイ 

ON 

OFF 

運転 

停止 

オフディレイ 

 

 

 

シュート上に整列されたワークが満杯の状態になった時、パーツフィーダからのワーク 

供給を自動的に停止する機能を『オーバーフロー機能』と言います。 

『オーバーフロー機能』の調整は、次の要領で行なってください。 

 （オーバーフローセンサー用プラグの接続図及び 

回路図は、「オーバーフローセンサー・定振幅セン 

サー・出力プラグの接続｣（19 ﾍﾟｰｼﾞ）を参照して 

ください。） 

 

『オン・オフディレイ』の設定 

ファンクションコード「オンディレイ時間 on」 

及び「オフディレイ時間 oF」により、タイマー 

時間を設定してください。 

※ディレイ時間は、0.2～60秒の範囲で設定可能。 

 

ａ．『オンディレイ』…センサーの信号が『ON』（接点閉）から『OFF』(接点開)状態に変り、パー

ツフィ－ダが運転状態にもどるまでの遅延時間。 

(一般的には T1:0.2～0.5秒に設定してください。) 

 

ｂ．『オフディレイ』…センサーの信号が『OFF』（接点開）から『ON』(接点閉)状態に変り、パー

ツフィ－ダが運転から停止状態になるまでの遅延時間。 

(一般的には T2:1.0～2.0秒に設定してください。) 

 

ソフトスタートの立ち上がり時間は、駆動周波数の設定状態・ボウルやシュート等の 

重量・コアギャップの設定状態など諸条件によって異なります。 

パーツフィーダ側またはリニアフィーダ側のソフトスタートの立ち上がり時間変更が必要と判断

される場合は、ファンクションコード「ソフトスタート時間 St」により、ソフト 

スタートの立ち上がり時間を調整します。 

時間は 0.2～4秒の範囲で設定可能。 

 

※オートチューニングモードや定振幅モードでは、駆動部の特性により設定したソフト 

スタート時間と実際の立ち上がり時間は異なることがあります。 

その場合は、ファンクション「制御ゲインＧ」を変更することで多少の改善がはかれます。 

「制御ゲインＧ」を大きくすると速くなり、小さくすれば遅くなります。 

オン・オフディレイタイマー設定 

－つづき－ 

ソフトスタート時間の調整 

付加機能 
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オーバーフロー用センサー（WORK SENSOR）の接続 

ａ．ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ用ｾﾝｻｰへの供給電源として、1・3 ﾋﾟﾝ間に DC12V (最大電流 80mA) の電源 

が用意されています。 

ｂ．無電圧有接点またはｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ(ｼﾙｸ電流 10mA)を使用する場合は、2・3 ﾋﾟﾝ間に接続 

することにより制御することができます。2・3 ﾋﾟﾝ間を導通(接続)するとﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞ 

は『停止』し、非導通(無接続)で『運転』状態となります。 

 2・3 ﾋﾟﾝ間非導通(無接続)時…ｵﾝﾃﾞｨﾚｲ 

 2・3 ﾋﾟﾝ間導通(接続)時………ｵﾌﾃﾞｨﾚｲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振幅センサー(PF／LF PICKUP)の接続 

振幅センサーの接続は右図の通りです。 

※ケーブルの延長は最大１０ｍまでです。延長する場合は、 

高周波特性の優れたシールド線を選定してください。 

  ※芯線とシールド線をまちがえないように注意してハンダ付けを 

    行ってください。 

 

出力用プラグ(PF／LF OUT)の接続 

パーツフィーダ・リニアフィーダの出力コネクタ(3P)の接続

は右図の通りです。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

シールド線 

 芯線 

オーバーフローセンサー・振幅センサー・出力プラグの接続 

  +12V     0V 
 センサー 

1 3 

2 

OUT 

ｺﾝｾﾝﾄｼﾞｬｯｸ 

+5V 

内
部
回
路 

(端子 2)入力 

(端子 1)+12V 

(端子 3)0V 

+12V 

470Ω 

ｱｰｽ 



ＨＴＥ３０２２２９   20/28 3 

 

 

 

振幅センサーの取付 

a.駆動部の板バネ部に振幅検出センサーを取付けて下さい。 

センサーサポートは板バネ締付けボルトと共締して下さい。尚、センサーサポートの厚み分

だけ長いボルトに交換して取付けて下さい。 

(必ず固定台側の(下側)ボルトで取付けて下さい。) 

b.センサーのリード線は若干のたるみをつけ、他の固定物体との接触や二次振動が起きないよ

うに注意して固定して下さい。 

(駆動部のリード線と束ねると便利です。) 

c.振幅検出センサー(近接センサー)は次のメーカーのものをご使用下さい。 

    キーエンス … 型式  EH-305    又は、 サンクス … 型式 GS-5S 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振幅センサーの取付け状態に合わせたファンクション設定 

 

ファンクション「センサー取付け方向 SEｎ」により、振幅センサーの取付け状に合わせたファン

クション設定を行ってください。 

電磁石のエアーギャップの変化と振幅センサーのエアーギャップの変化 

が同相の場合「１」に、逆相の場合「０」に設定してください。 

同相とは…マグネットで引っ張った時（ギャップが小さくなる）に振幅センサーのギャップ

が小さくなる場合 

逆相とは…マグネットで引っ張った時（ギャップが小さくなる）に振幅センサーのギャップ

が大きくなる場合 

 

－つづき－ 

0.5mm  ギャップ 

たるみ 

振幅検出センサー 

取付けボルト 

可動台 

固定台 

センサーサポート 

間座 

付加機能 



 

ＨＴＥ３０２２２９   21/28 3 

 

 

 

パーツフィーダの運転/停止を頻繁に行う場合や同期した信号を 

取り出す場合及び速度切替機能をご利用の場合は、外部信号用プラグ 

を用いて下図のように接続してご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーカー名 : 日本圧着端子株式会社  適用電線 : 芯線 0.08～0.33mm 

ﾘｾﾌﾟﾀｸﾙﾊｳｼﾞﾝｸﾞ : SMR-07V-N    (AWG#28～22) 

ﾋﾟﾝｺﾝﾀｸﾄ : BYM-001T-P0.6(バラ端子形状型式)  圧着工具 : YC-121R 

 : SYM-001T-P0.6(ﾘｰﾙ形状型式)     

外 部 入 力 運 転 ／停 止 信 号 端 子 ｢Ｐ１｣ ｢Ｐ２｣  

☆運転/停止信号出力 

 ﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞの運転と同期した信号を利用することができます。 

出力ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀは運転時 ON 

最大電圧 DC24V 

最大電流  80mA 

内
部
回
路 

LED｢RUN｣ 

Q1 

Q2 

外 部 出 力 運 転 信 号 端 子 ｢Q1｣ ｢Q2｣ 

標準的には｢P1｣端子にて LF、PF

同時に運転/停止します。別々

に制御する場合はファンクシ

ョン「外部入力運転停止信号Ｐ

1.Ｐ2 の動作モード設定ＰＬ

ｒ」の設定を変更し、｢P1｣端子

にて PF、｢P2｣端子にて LF を運

転/停止します。 

また、ファンクション「外部入

力運転/停止信号Ｐ1.Ｐ2 の動

作タイミング設定ｃｏｎ」 に

より論理を逆転させることが

できます(左の表)。 

内
部
回
路 

P1 

+5V 

470Ω 

COM 

P2 
上記と同じ 

内
部
回
路 

無電圧有接点 
または 
オープンコレクタ 

     接点の論理 

con X X=０ X=１ 

開 運転 停止 

閉 停止 運転 

 

☆運転/停止信号入力 

 リレー等により運転/停止を制御します。 

１ 

 

 

 

 

 

７ 

Q1 

Q2 

N1 

N2 

COM 

P1 

P2 

外部信号用プラグご利用の場合 
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速度切替信号 N1,N2により設定ＮＯ．０～３を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部入力速度切替信号端子｢Ｎ１｣｢Ｎ２｣ 

外部信号用端子ご利用の場合 

 
－つづき－ 

     

設定 NO. 0 1 2 3 

N1 開放 短絡 開放 短絡 

N2 開放 開放 短絡 短絡 

 

 速度切替データ記憶方法 

下記の手順で、設定 No.1～3の設定を行います。 

速度切替はＮＯ．０（Ｎ１，Ｎ２信号なし）と同一運転モードで行なってください。 

①設定ＮＯ．０での振幅調整を完了させます。 

②運転状態（RUN）のまま、設定 No.の外部信号 N1,N2を切替えます。 

約１秒間データ表示部に設定したＮＯ．が「ＳＰ－Ｘ」（X=1,2,3）と表示されます。 

また周波数は設定ＮＯ．０で設定した周波数となります。 

  （注）停止中に N1,N2を切替えると周波数は、周波数範囲設定の上限値となります。 

     このため、切替え後に再度周波数調整が要ります。（ボウルを交換する場合など） 

③パーツフィーダやリニアフィーダを必要な振幅に調整します。 

④    キーを押しデータの記憶をします。 

  約１秒間データ表示部に記憶したＮＯ．が「ＳＰ－Ｘ」（X=1,2,3）と表示されます。 

無電圧有接点 

または 

オープンコレクタ 

内
部
回
路 

内
部
回
路 

N1 

COM 

N2 

+5V 

470Ω 

上記と同じ 

速度切替方法 

☆速度切替信号入力 

 リレー等により 4通りの設定(No.0～3)を切替えできます。 

※ 一旦記憶が完了すると速度切替信号 N1,N2 を再設定したとき、記憶された振幅で 

運転します。なお設定 NO.１～３で記憶されるデータは周波数、振幅（電圧）、ソフト 

スタート時間、オン・オフディレイ時間です。速度切替ＮＯ．１～３で周波数を変更 

した場合は、必ず一旦停止してからＮ１，Ｎ２を切替えてください。 
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基  本  事  項 確認、対策 
●振動体の固有振動数がコントローラの出力周波数の範

囲内にセットされているか？ 

●ファンクション設定の確認。 

●板バネ調整による固有振動数の変更が必要。 

●出力周波数の設定は間違いないか？ ●ファンクション設定の確認。 

●ボウルやシュートの重量が過負荷状態になっていない

か？(駆動部のパワー不足) 

●肉ぬすみなどによる軽減処置。 

●コアギャップの調整。(小さくする) 

●センサーリード線の極性は正しい接続か？センサーの

検出面のギャップは正しいか？ 

●センサーリード線コネクタの再点検。 

●検出面のギャップ点検 

 

トラブル             点検事項                    点灯        消灯        点滅 

 

A.振動しない 

  

1:電源入力線は正しく接続されているか？ 

 2:入力電源の電圧は正常か？  

    (AC100～110V±10%)  

 3:内部のヒューズ(FU1)が切れていないか？ 

 

 

 

B.振動しない  1:外部入力信号(P1，P2)が停止になっていないか？ 

  2:ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｾﾝｻｰが動作していないか？ 

   

   

   

C.振動しない  1:負荷への接続は正しいか？断線していないか？ 

  2:ﾊﾟﾈﾙ操作の振幅設定は正しいか？ 

   

   

   

D.振動しない  1:振幅ｾﾝｻｰは接続されているか？断線していないか？ 

  2:過電流保護により停止する場合 

  2-1.ALM点灯側の接続は正しいか？短絡していないか？ 

  2-2.周波数が駆動部の振動数範囲外になっていないか？ 

  2-3.ﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞのｺｱｷﾞｬｯﾌﾟが広すぎないか？ 

   

 

E.振幅が大きく

ならない 

  

 1:ﾊﾟﾈﾙ操作の振幅設定は正しいか？ 

 2:ﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞのｺｱｷﾞｬｯﾌﾟが広すぎないか？ 

 3:定振幅ｾﾝｻｰの取付け状態に合わせた設定ができているか？ 

 4:ﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞに仕様範囲外のﾎﾞｳﾙを搭載していないか？ 

 

 

F.振幅が変動 

  する 

  

  

 1:振幅ｾﾝｻｰの接続(芯線とｼｰﾙﾄﾞ線)は正しいか？ 

 2:ﾎﾞｳﾙの取り付けは確実か？ 

  

 

G.設定値記憶 

  できない 

  

 1:ﾃﾞｰﾀ記憶は行なったか？ 

  

  

   

動作不良時の確認事項 

P.21 

駆動部 

取扱説明書 

P.10 

駆動部 

取扱説明書 

P.8 

P.4 

P.6,19 

P.20 

P.19,20 

P.8 

P.4 

P.26 
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ファンク

ション 

コード 

機能名称 設定範囲 
初期設定 

備考 
PF LF 

Ur 
バージョン情報 プログラムバージョン 

例 

3.0 
9ﾍﾟｰｼﾞ 

F 

周波数範囲 

360:180～360Hz（高周波：HME,HLFBシリーズ） 

180:90～180Hz（全波：ME,LFBシリーズ） 360 360 12ﾍﾟｰｼﾞ 

Sen 

センサー取付け方向 
0：逆相 

1：同相 
0 0 20ﾍﾟｰｼﾞ 

St 

ソフトスタート時間 0.2～4.0sec  0.5 0.5 18ﾍﾟｰｼﾞ 

on 
オンディレイ時間 

0.2～60sec 

10sec以上は、分解能を0.1から1に変更 
0.2 18ﾍﾟｰｼﾞ 

oF 

 オフディレイ時間 
0.2～60sec 

10sec以上は、分解能を0.1から1に変更 
0.2 18ﾍﾟｰｼﾞ 

con 

 

外部入力運転/停止 

信号｢P1｣｢P2｣動作 

タイミング 

0:接点｢開｣のとき運転 

1:接点｢閉｣のとき運転 
0 21ﾍﾟｰｼﾞ 

PLｒ 外部入力運転/停止 

信号｢P1｣｢P2｣動作 

モード 

0:LF、PFが同時に運転/停止制御 

1:LF、PFが個別に運転/停止制御 
0 21ﾍﾟｰｼﾞ 

H 

 
振幅設定値 

スケーリング 

 

補正係数：1.00～5.00 

 

1.00 1.00 16ﾍﾟｰｼﾞ 

 

G 
制御ゲイン 

ゲイン：0.01～9.00 

（オートチューニングまたは定振幅モード

時、ソフトスタートなどの応答性・安定性

を改善します） 

1.00 1.00 
15ﾍﾟｰｼﾞ 

18ﾍﾟｰｼﾞ 

mod 

運転モード設定 
0：自動切換 

1：定振幅モード 
0 0 15ﾍﾟｰｼﾞ 

E- 

エラーコード情報 発生したエラーコードを表示 E- 25ﾍﾟｰｼﾞ 

ファンクション機能一覧 

ファンクションコード一覧 

 

※ ファンクションを初期設定にするには、「設定データを初期設定にもどすには」 

（１０ページ）を参照ください。 

“ｘ”は数値を示します。 
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コード コード名称 コード内容と対処方法 

E-oL  
過電流トリップ 

出力電流が定格出力以上のとき表示されます。 

一旦電源をOFFし、出力周波数と負荷の形式を確認してください。 

E-SU 

オーバーフローセンサー用電源電圧異常 

制御電源(DC12V、80mA)の出力が低下したとき表示されます。 

配線(短絡、極性等)を確認してください。 

但し「+l2V」と「0V」を短絡した場合は、表示部は消灯します。 

E-HU 

 入力電圧異常(過電圧) 
入力電源の電圧が定格範囲外のとき表示されます。 

入力電源電圧が定格範囲内にあるか確認ください。 E-LU 
入力電圧異常(不足電圧) 

E-oP 

 EE-PROM読出しエラー 
内部の記憶素子に異常が発生した時に表示されます。 

E-md  
モードエラー 

速度切替設定0と速度切替設定1～3の運転モードが異なるとき表示

されます。運転モードを速度切替設定0と合わせてください。 

E-SE 
振幅センサーエラー 

定振幅モードに設定した場合、振幅センサーを接続しない時に表示

されます。 

エラーコード一覧 
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部品名 

型式 
メーカー 

コントローラ側 負荷側 

出
力
プ
ラ
グ 

ｺﾈｸﾀﾌﾟﾗｸﾞ‐ｷｬｯﾌﾟ 1-480701-0-3P 1-480700-0-3P ＡＭＰ 

ﾋﾟﾝｺﾝﾀｸﾄ‐ｿｹｯﾄ 350689-1 350690-1 ＡＭＰ 

ｽﾄﾚﾝﾘﾘｰﾌ ―――――― 641763-1 ＡＭＰ 

十字穴付なべ 

タッピングネジ 
―――――― １種 ４×８ ―――――― 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｾﾝｻｰ用ｺﾈｸﾀ(3P) CN-70-AJ-3P CN-70-P-3P ｻﾄｰﾊﾟｰﾂ 

振幅ｾﾝｻｰ用ｺﾈｸﾀ(2P) CN-70-AJ-2P CN-70-P-2P ｻﾄｰﾊﾟｰﾂ 

外
部
信
号
用 

プ
ラ
グ 

ﾌﾟﾗｸﾞ･ﾘｾﾌﾟﾀｸﾙﾊｳｼﾞﾝｸﾞ  SMP-07V-NC SMR-07V-N 日本圧着端子 

ｿｹｯﾄ･ﾋﾟﾝｺﾝﾀｸﾄ SHF-001T-0.8BS 

BYM-001T-P0.6 

(ﾊﾞﾗ端子形状型式) 
日本圧着端子 

SYM-001T-P0.6 

(ﾘｰﾙ形状型式) 

ヒューズ(FU1) FGMB 2A ―――――― 富士端子工業 

振幅センサー ―――――― 
EH-305 

（GS-5S） 

ｷｰｴﾝｽ 

(ｻﾝｸｽ) 

部品リスト 

外形寸法 
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形式 C9-03VFTC 

入力電源 AC100～230V±10% 50/60Hz 

出  力 制御方式 PWM方式 

電圧 0～95V 

振動数 (高周波)180～360Hz (全波)90～180Hz 

最大電流 0.6A (LF、PF) 

運  転 

モード 

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 周波数自動追尾機能により周波数設定が不要で定振幅制御を行う。 

定振幅ﾓｰﾄﾞ 設定した周波数にて定振幅制御を行う。 

定電圧ﾓｰﾄﾞ 周波数、出力電圧を手動設定する。 

早出しﾓｰﾄﾞ 残ﾜｰｸ排出時など、PF側の振幅を一時的に増幅する。 

付  加 

機  能 

速度切替 外部信号により振幅設定値切替が可能(最大 4設定) 

運転・停止制御 外部信号により運転／停止が可能 

出力信号 PF側の運転に同期した信号を出力 

ｿﾌﾄｽﾀｰﾄ 立ち上がり時間  0.2秒～4.0秒 

ｵﾝ･ｵﾌﾃﾞｨﾚｲ ディレイ時間 0.2秒～60秒 

ｾﾝｻ-電源 DC12V、max80mAを 3P ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞに用意 

その他 耐ﾉｲｽﾞ電圧 1000V以上 

使用温度範囲 0～40℃ 

使用湿度範囲 10～90％（但し、結露なきこと） 

外形色 ｸﾞﾚｰ（日本塗料工業 S2-1006） 

外形寸法 225W×150H×70D（ｺﾝｾﾝﾄﾌﾟﾗｸﾞ含まず） 

質量 1.6kg 

弊 社 

適 用 

製 品 

※１ 

リニアフィーダ パーツフィーダ 

LF-02 

LFB-02 

HLFB-02 

LF-04 

LFB-04 

HLFB-04 

ME-08 

ME-14 

SE-14 

HME-08 

HME-14 

HSE-14 

HME-14Z 

HSE-14Z 

 

※１ 形式末尾に C,D 等のアルファベット一文字がつく製品についても 

適用範囲となります。

仕 様 
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パーツフィーダ営業部 

 

 

 

保証期間は製品納入日より 1年間です。（ただし、1日 8時間運転として換算します。） 

 

[保証条件] 

①保証期間内に、取扱説明書、製品貼付けのラベル等の注意書に従った使用状態において発生し

た設計、材質、工作上の欠陥に起因する故障または破損について無償で修理または部品交換い

たします。 

②次のような場合は、保証期間内でも保証の適用外とさせていただきます。 

a.火災、地震、水害などの天災が発生した場合、指定外の電源（電圧、周波数）などによる故

障また損傷。 

b.製品の取扱いまたは操作上の誤りなどにより発生した故障。 

c.取扱説明書に記載の使用条件、使用方法、注意に反する取扱いによって発生した故障。 

d.弊社に連絡なく、お客様により改造または分解等が行われた場合。 

 

※本取扱説明書は、改良等のために予告なく変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京本社 ℡03-5473-1837  FAX03-5473-1847 
大阪支社 ℡06-6365-1928  FAX06-6365-1988 
名古屋支社 ℡052-581-9431  FAX052-582-9667 
九州支店 ℡092-441-2511  FAX092-431-6773 
東北営業所 ℡022-262-4161  FAX022-262-4165 
新潟営業所 ℡025-367-0133  FAX025-367-0135 
北陸営業所 ℡076-432-4551  FAX076-442-2461 
中国営業所 ℡082-218-0211  FAX082-218-0212 

 

 

 

 

仕 様 
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